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	�　指導救命士による再教育��
	スライド番号 2
	　当本部では、救急隊員に対して救急訓練という名目で年４回程度研修会を実施しており指導救命士が座長を務める「症例検討会」やＪＰＴＥＣインストラクター等の有資格者を中心にした「実技シミュレーション演習」を実施するほか、外部講師を積極的に招いた様々な講習を実施している。
	�
	　県内全域の救急症例を対象として実施する「事後検証症例発表会」でＭＣ医師と指導救命士が座長を務めている
	　今年度からＰＯＴ研修を指導救命士が
	スライド番号 7
	ご静聴ありがとうございました。
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